
公
的
部
門
の
役
割
小
委
員
会

報
告
書
（
抜
粋
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
十
七
日

経
済
審
議
会
長
期
展
望
委
員
会

公
的
部
門
の
役
割
小
委
員
会

本
報
告
書
は
経
済
審
議
会
長
期
展
望
委
員
会
の
な

か
の
公
的
部
門
の
役
割
小
委
員
会
が
、
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
て
公
的
部
門
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か

を
検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
。
第
一
章
公
的

部
門
の
大
き
さ
と
役
割
、
第
二
章
高
度
成
長
期
に
お

け
る
公
的
部
門
の
役
割
、
第
三
章
経
済
社
会
の
変
化

と
公
的
部
門
の
あ
り
方
、
第
四
章
経
済
社
会
の
活
力

と
公
的
部
門
、
第
五
章
財
政
の
動
向
、
第
六
章
公
的

年
金
、
第
七
章
社
会
資
本
（
公
共
投
資
）
、
第
八
章

国
民
の
負
担
の
あ
り
方
－
税
体
系
の
問
題
の
八
章
か

ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
報
告
本
文
の
み
で
も
全
一

四
九
頁
に
わ
た
る
の
で
、
こ
こ
で
は
直
接
的
な
関
連

性
を
考
え
、
第
六
章
公
的
年
金
を
全
文
紹
介
す
る
。

第
六
章
　
公
的
年
金

一
、
我
が
国
の
公
的
年
金

1
　
公
的
年
金
制
度
の
成
熟
と
本
来
の
姿

我
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
、
昭
和
四
十
八
年
の

大
幅
な
改
正
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
等
の
給
付
水
準
の

引
上
げ
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等
が
行
わ
れ
て

現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
我
が
国
の

年
金
制
度
は
西
欧
諸
国
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
遜
色
の
な

い
水
準
、
見
方
に
よ
っ
て
は
西
欧
諸
国
の
そ
れ
を
超

え
る
水
準
に
達
し
た
訳
で
あ
る
が
、
同
時
に
高
い
給

付
水
準
に
見
合
う
負
担
を
も
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

年
金
制
度
は
、
本
来
は
社
会
扶
助
と
異
な
り
、
若

く
働
け
る
間
に
働
き
、
そ
の
所
得
の
中
か
ら
老
後
に

備
え
て
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
資
金
を
積

み
立
て
、
一
定
の
年
齢
に
達
す
る
等
年
金
を
必
要
と

す
る
老
人
に
な
っ
て
か
ら
給
付
を
受
け
る
制
度
で
あ

る
か
ら
、
経
過
的
な
手
当
て
は
別
と
し
て
、
年
金
制

度
が
発
足
し
て
も
、
直
ち
に
制
度
が
予
定
し
て
い
る

十
分
に
成
熟
し
た
時
点
で
の
給
付
額
を
満
額
給
付
す

る
訳
で
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
制
度
発
足
当
初
か
ら
す
べ
て
の
老
人

に
年
金
給
付
を
行
い
、
勤
労
世
代
は
年
金
保
険
料
を

積
み
立
て
る
と
い
う
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
も
で
き

な
い
こ
と
も
な
い
が
、
我
が
国
の
場
合
は
そ
の
よ
う

な
形
を
と
ら
ず
、
年
金
受
給
者
は
各
人
が
年
金
保
険

料
を
積
み
立
て
た
期
間
に
応
じ
た
年
金
給
付
を
受
け

取
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
制
度
の
発

足
当
初
は
、
年
金
の
積
立
て
が
先
行
し
、
時
と
と
も

に
積
立
金
が
増
加
し
て
行
く
一
方
、
年
月
の
経
過
に



し
た
が
っ
て
年
金
受
給
者
も
次
第
に
増
加
す
る
と
と

も
に
新
規
裁
定
者
の
一
人
当
た
り
年
金
額
も
増
え
て

行
き
、
今
後
三
〇
～
四
〇
年
経
っ
て
成
熟
し
た
段
階

に
達
す
る
。

我
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
等
八
つ
の
年
金
制
度
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
厚

生
年
金
と
国
民
年
金
の
二
つ
の
年
金
制
度
で
加
入
者

の
九
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
我
が
国
の
代

表
的
な
被
用
者
年
金
制
度
で
あ
る
厚
生
年
金
を
主
と

し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

2
　
厚
生
年
金
の
例

厚
生
省
が
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
発
表
し
た
厚
生

年
金
の
昭
和
五
十
五
年
財
政
再
計
算
結
果
を
も
と
に

厚
生
年
金
の
今
後
の
動
き
を
示
し
た
も
の
が
第
6
－

1
表
で
あ
る
。

被
保
険
者
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
二
四
七
二

万
人
か
ら
昭
和
八
十
五
年
度
の
三
一
〇
五
万
人
と
こ

の
間
若
干
増
加
す
る
も
の
の
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
老
齢
年
金
の
受
給
者
は
、
昭
和

五
十
五
年
度
の
一
九
九
万
人
か
ら
昭
和
六
十
五
年
度

四
六
一
万
人
（
二
・
三
倍
）
、
昭
和
七
十
五
年
度
七

六
七
万
人
（
三
・
九
倍
）
、
昭
和
八
十
五
年
度
一
〇

四
六
万
人
（
五
・
三
倍
）
と
急
速
に
伸
び
て
お
り
、

昭
和
九
十
年
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
増
加
が
止
ま

り
、
被
保
険
者
と
年
金
受
給
者
の
割
合
が
安
定
し
た

段
階
に
達
す
る
。
さ
ら
に
老
齢
年
金
の
給
付
額
に
つ

い
て
み
る
と
、
年
金
受
給
者
数
の
増
加
に
加
え
て
一

人
当
た
り
給
付
額
が
上
昇
し
て
行
く
た
め
、
そ
の
額

は
昭
和
五
十
五
年
度
の
二
・
一
兆
円
か
ら
昭
和
六
十

五
年
度
五
・
五
兆
円
（
二
・
六
倍
）
、
昭
和
七
十
五

年
定
一
〇
・
〇
兆
円
（
四
・
八
倍
）
、
昭
和
八
十
五

年
度
一
四
・
六
兆
円
（
七
・
〇
倍
）
と
さ
ら
に
大
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
年
金
受

給
者
数
も
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
な
い
の
で
年
金
給
付
額

も
大
幅
な
増
加
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
公
的
年
金
制
度
は
、
現
在

の
形
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に
一
〇
年
ほ
ど
の
年
月
が

経
過
し
て
い
る
が
、
年
金
制
度
と
し
て
の
成
熟
度
は

ま
だ
ま
だ
低
く
、
さ
ら
に
三
〇
年
ほ
ど
経
過
し
て
よ

う
や
く
成
熟
段
階
に
近
づ
き
、
こ
の
段
階
に
な
っ
て

は
じ
め
て
年
金
制
度
の
本
来
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

二
、
公
的
年
金
の
負
担

1
　
国
庫
の
負
担

公
的
年
金
に
対
し
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
財
源
の

一
部
を
国
庫
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
厚

生
年
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
般
事
務
費
の
ほ
か
に

年
金
給
付
額
の
二
〇
％
を
国
庫
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
第
6
－

1
表
の
二
〇
％
相
当
額
が
国
庫
負
担
金
と
し
て
毎
年

支
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
の
平
均
伸
率
を

示
し
た
も
の
が
第
6
－
2
表
（
P
7
4
）
で
あ
る
が
、

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
七
十
五
年
度
の
二
〇
％
年
間

の
平
均
を
み
て
も
年
平
均
八
・
一
％
程
度
の
伸
率
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
額
は
い
ず
れ
も

昭
和
五
十
五
年
度
価
格
（
五
十
五
年
の
物
価
水
準
、



賃
金
水
準
を
前
提
と
し
て
計
っ
た
も
の
）
で
あ
る
の

で
、
毎
年
度
の
負
担
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
物
価

上
昇
率
と
賃
金
上
昇
率
を
加
重
平
均
し
た
デ
フ
レ
ー

タ
を
乗
じ
た
額
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
厚
生
年
金
制
度
の
成
熟
化
が
進
む

に
し
た
が
っ
て
国
庫
負
担
金
が
急
増
す
る
訳
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
年
金
給
付
額
の
三
分
の
一
を

負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
国
民
年
金
や
他
の
公

的
年
金
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
事
情
の
下
に
あ
る

と
い
え
る
。

2
　
受
益
者
の
負
担

一
方
、
厚
生
年
金
の
負
担
の

面
に
目
を
向
け
る
と
、
現
在
男

子
の
保
険
料
率
は
標
準
報
酬
月

額
の
一
〇
・
六
％
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
保
険
料
率
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
年
金
財
政
の

収
支
が
バ
ラ
ン
ス
す
る
た
め
に

必
要
な
保
険
料
の
三
分
の
一
程

度
の
料
率
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
れ
ば

年
金
制
度
が
十
分
に
成
熟
す
る

以
前
の
相
当
早
い
時
期
か
ら
積

立
金
の
取
崩
し
が
始
ま
る
。

厚
生
省
の
昭
和
五
十
五
年
財

政
再
計
算
結
果
に
よ
る
と
、
保
険
料
率

を
現
行
の
一
〇
・
六
％
に
据
え
置
く
と

す
れ
ば
昭
和
六
十
六
年
度
か
ら
積
立
金

の
取
崩
し
が
始
ま
り
、
昭
和
七
十
三
年

度
で
積
立
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
後
は
も
し
契
約
通
り
の
年
金
額
を

給
付
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
に
見
合
う
保

険
料
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

額
は
第
6
－
1
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。

翌
年
の
昭
和
七
十
四
年
度
に
は
一
九
・

一
％
、
昭
和
八
十
年
度
に
は
二
五
・
七

％
、
そ
し
て
完
全
に
成
熟
し
た
と
み
ら

れ
る
昭
和
九
十
年
代
に
は
三
四
％
程
度

の
水
準
の
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
現

行
制
度
の
給
付
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
は
国
庫
か
ら
の
負
担
金
二
〇
％
を
前
提
と
し
て
も

最
終
的
に
は
三
四
％
程
度
の
保
険
料
が
必
要
な
の
で

あ
る
が
、
年
金
制
度
が
発
足
し
て
あ
ま
り
年
月
を
経

て
い
な
い
段
階
で
は
年
金
制
度
が
成
熟
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
た
め
給
付
額
が
見
か
け
上
少
な
い
の
で
、

保
険
料
と
し
て
徴
収
す
る
金
額
が
本
来
必
要
と
す
る

保
険
料
よ
り
少
な
く
て
も
一
応
辻
つ
ま
が
合
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
年
金
制

度
の
本
来
の
姿
を
見
る
た
め
に
は
十
分
に
成
熟
し
た

段
階
の
姿
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
成
熟

し
た
段
階
の
姿
を
も
と
に
年
金
財
政
の
均
衡
が
保
て

る
給
付
費
と
保
険
料
収
入
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。3

　
モ
デ
ル
計
算

人
口
構
成
が
安
定
し
て
い
る
場
合
の
成
熟
し
た
年

金
制
度
の
姿
は
、
標
準
的
な
人
の
生
涯
を
通
じ
て
の

年
金
の
姿
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
、
以
下
厚
生
年
金

に
お
け
る
標
準
的
な
人
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
考
え
る



こ
と
と
す
る
。

昭
和
五
十
五
年
度
新
規
裁
定
者
の
標
準
報
酬
月
額

の
平
均
は
約
二
〇
万
円
で
あ
る
の
で
、
初
任
給
一
〇

万
円
、
退
職
時
給
与
三
〇
万
円
、
平
均
給
与
二
〇
万

円
、
勤
続
三
五
年
の
男
子
の
場
合
に
つ
い
て
の
モ
デ

ル
を
考
え
る
。

こ
の
場
合
積
立
金
運
用
利
回
り
と
賃
金
・
物
価
デ

フ
レ
ー
タ
ー
と
を
同
率
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

モ
デ
ル
の
人
が
支
払
い
あ
る
い
は
受
け
取
る
す
べ
て

の
金
額
を
五
十
五
年
度
価
格
に
置
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
人
の
年
齢
を
四
〇
歳
と
し
、

同
年
齢
の
妻
が
あ
る
と
す
る
。
四
〇
歳
の
男
子
の
平

均
余
命
は
三
五
・
四
九
年
、
四
〇
歳
の
女
子
の
平
均

余
命
は
四
〇
・
三
〇
年
な
の
で
、
こ
の
モ
デ
ル
の
場

合
、
二
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
三
五
年
働
き
六
〇
歳

か
ら
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
と
す
る
（
第
6
－
2
図
）
。

こ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
三
五
年
間
保
険
料
を
負
担

し
た
平
均
標
準
報
酬
月
額
二
〇
万
円
の
男
子
は
、
月

額
一
五
・
七
万
円
（
妻
の
加
給
年
金
一
・
五
万
円
を

含
む
）
の
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
る
（
注
）
。

ま
た
未
が
死
亡
し
た
場
合
、
妻
に
は
約
二
分
の
一
の

年
金
が
給
付
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
期
間
を
二
分
の
一

に
換
算
す
る
と
、
モ
デ
ル
の
場
合
約
一
八
年
間
に
わ

た
っ
て
月
額
一
五
・
七
万
円
（
五
十
五
年
度
価
格
）

の
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
場
合
の
年
金
総
額
は
五
十
五
年
度
価
格
で
三
三
八

六
万
円

と
な
る
。

同
様
に
こ
の
人
が
雇
用
期
間
中
に
受
け
た
総
報
酬

月
額
は
五
十
五
年
度
価
格
で
八
四
〇
〇
万
円

で
あ

る
。
年
金
財
政
は
原
則
と
し
て
保
険
料
収
入
と
年
金

給
付
費
と
が
均
衡
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
場
合
三
三
八
六
万
円
の
年
金
を
受
給

す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
に
見
合
う
保
険
料
と
し
て
総
報

酬
月
額
の
四
〇
・
三

を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
現
在

の
制
度
で
は
年
金
給
付
費
の
二
〇
％
が
国
庫
か
ら
負

担
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
年
金
財
政
が
バ

ラ
ン
ス
す
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
三
二
・
二
％

の
保
険
料
を

徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
行
制
度
に
お



け
る
保
険
料
率
は
一
〇
・
六
％
で
あ
る
の
で
、
年
金

財
政
が
バ
ラ
ン
ス
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
の
約

三
分
の
一
し
か
徴
収
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、
厚
生
年
金
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
昭

和
六
十
六
年
度
か
ら
積
立
金
の
取
崩
し
が
始
ま
り
、

昭
和
七
十
三
年
度
に
な
れ
ば
積
立
金
も
完
全
に
取
崩

さ
れ
、
給
付
を
続
け
る
た
め
に
は
結
局
は
保
険
料
の

引
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
昭
和
七
十
三
年

と
い
え
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
の
人
が
年
金
を
受
け
取
り

始
め
た
頃
で
あ
る
が
、
こ
の
人
は
一
〇
・
六
％
の
保

険
料
を
負
担
し
て
、
後
世
の
人
々
か
ら
三
二
・
二
％

負
担
し
た
の
と
同
等
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

三
、
公
的
年
金
の
財
政

1
　
巨
額
の
給
付
約
束
額

厚
生
年
金
の
給
付
費
の
財
源
を
全
額
保
険
料
で
賄

な
う
と
す
れ
ば
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
四
〇
・
三
％

の
保
険
料
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
行
制
度

の
下
で
は
一
〇
・
六
％
し
か
徴
収
し
て
い
な
い
。
四

〇
・
三
％
と
一
〇
・
六
％
の
差
二
九
・
七
％
は
将
来

保
険
料
率
の
引
上
げ
、
国
庫
補
助
等
何
ら
か
の
形
で

補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
行
制
度
の
下
で

は
、
こ
の
よ
う
に
将
来
何
ら
か
の
形
で
財
源
が
補
填

さ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
給
付
を
約
束
し
て
い
る
も

の
が
相
当
の
額
に
達
し
て
い
る
。

厚
生
年
金
は
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
給
付
額
が
増

え
て
行
く
制
度
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
加
入
期
間
が

一
年
増
す
ご
と
に
標
準
報
酬
月
額
二
〇
万
円
の
人
が

将
来
受
け
取
る
年
金
額
は
約
八
七
・
五
万
円
づ
つ
増

え
る
こ
と
と
な
る
（
以
下
、
資
料
5
参
照
）
。

昭
和
五
十
五
年
度
末
で
厚
生
年
金
加
入
者
数
は
二

五
二
四
万
人
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
平
均

標
準
報
酬
月
額
を
二
〇
万
円
と
し
て
、
厚
生
年
金
全

体
と
し
て
は
一
年
を
経
過
す
る
ご
と
に
将
来
給
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
金
額
が
約
二
二
・
一
兆
円
づ

つ
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
徴
収
す
る
保
険
料

は
一
人
当
た
り
年
間
約
二
五
・
四
万
円
で
あ
る
の
で

厚
生
年
金
全
体
と
し
て
は
約
六
・
四
兆
円
の
保
険
料

を
一
年
の
間
に
徴
収
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の

よ
う
に
厚
生
年
金
全
体
と
し
て
は
、
一
年
経
過
す
る

ご
と
に
、
約
六
・
四
兆
円
の
保
険
料
を
徴
収
し
て
将

来
約
二
二
・
一
兆
円
の
年
金
を
給
付
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
の
で
、
差
引
約
一
五
・
七
兆
円
は
保
険

料
を
徴
収
し
な
い
で
年
金
給
付
の
約
束
を
し
て
い
る

額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
様
に
一
部
推
計
を
加
え
て
試
算
す
る

と
、
国
民
年
金
は
約
五
・
七
兆
円
、
共
済
年
金
は
約

四
・
五
兆
円
の
年
金
給
付
を
保
険
料
を
徴
収
し
な
い

で
約
束
し
て
い
る
と
計
算
さ
れ
る
の
で
、
三
つ
の
年

金
を
合
計
す
る
と
そ
の
額
は
約
二
六
兆
円
に
及
ぶ
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
制
度
の
下
で
保
険
料
を
徴
収

し
な
い
で
給
付
を
約
束
し
て
い
る
額
は
毎
年
約
二
六

兆
円
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
総
計
残
高
を
概
略
推

計
す
る
と
五
十
五
年
度
末
で
厚
生
年
金
約
二
八
〇
兆

円
、
国
民
年
金
約
一
〇
〇
兆
円
、
共
済
年
金
約
七
〇

兆
円
、
合
計
約
四
五
〇
兆
円
に
な
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

2
　
後
世
の
負
担
と
な
る
給
付
約
束
額

こ
の
よ
う
に
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
で
給
付
を
約

束
し
て
い
る
額
は
、
五
十
五
年
度
末
現
在
約
四
五
〇

兆
円
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
現
時
点
の
被
保
険
者
に
対

し
翌
年
か
ら
四
〇
～
五
〇
年
先
ま
で
の
期
間
に
わ
た

っ
て
年
金
と
し
て
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

種
の
債
務
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

債
務
は
、
賃
金
、
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
利
子
と
考
え
れ
ば
将
来
元
利
を
支
払
わ

な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
国
債
に
類
似
し

て
い
る
。
期
間
が
五
〇
～
六
〇
年
に
わ
た
る
と
い
う

こ
と
で
は
建
設
国
債
に
似
て
い
る
が
、
債
務
に
見
合

う
貯
蓄
（
資
産
）
が
な
い
と
い
う
点
で
は
特
例
公
債

に
似
て
い
る
。
五
十
六
年
度
末
国
債
残
高
約
八
二
兆

円
、
五
十
七
年
度
新
規
発
行
額
約
一
〇
兆
円
と
比
較



し
て
、
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
給
付
約
束
額
の

残
高
約
四
五
〇
兆
円
、
年
間
新
規
発
生
額
約
二
六
兆

円
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
年
金
制
度
は
非
常
に
大
き

な
負
担
を
後
世
に
段
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
負

担
を
支
払
う
た
め
に
、
積
立
金
が
あ
る
間
は
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
賄
え
る
が
、
い
ず
れ
は
積
立
金
も
な

く
な
り
、
そ
の
時
に
は
保
険
料
率
の
引
上
げ
（
あ
る

い
は
国
庫
負
担
も
あ
る
が
そ
の
時
は
税
と
い
う
形
で

負
担
は
増
加
す
る
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
こ
の
負
担
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
料
率
の

引
上
げ
も
ま
た
大
幅
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

四
、
給
付
水
準

1
　
月
給
と
年
金

年
金
制
度
は
、
保
険
料
収
入
と
給
付
費
と
の
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
我
が
国
の

公
的
年
金
制
度
は
厚
生
年
金
で
み
た
よ
う
に
、
こ
の

バ
ラ
ン
ス
は
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
く
崩
れ
て
い
る
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
率

を
引
き
上
げ
る
か
、
給
付
水
準
を
引
き
下
げ
る
か
、

両
方
の
折
衷
か
（
国
庫
負
担
金
の
増
と
い
う
こ
と
も

あ
り
得
る
が
、
こ
れ
は
結
局
税
と
い
う
形
で
勤
労
世

代
の
負
担
に
な
る
と
い
う
意
味
で
保
険
料
率
の
引
上

げ
と
類
似
の
効
果
を
も
つ
）
が
考
え
ら
れ
る
。

厚
生
年
金
が
予
定
し
て
い
る
年
金
給
付
額
の
水
準

と
勤
労
世
代
の
所
得
水
準
を
前
述
の
モ
デ
ル
に
よ
っ

て
検
討
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
人
は
、
標
準
報
酬
月
額
の

三
二
・
二
％
の
保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
企
業
と
折
半
で
負
担
す
る
の
で
自
己
負
担
分
は

一
六
・
一
％
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
二
〇
万
円
か
ら

一
六
・
一
％
相
当
分
す
な
わ
ち
三
・
二
万
円
の
保
険

料
を
差
し
引
く
と
手
取
額
は
一
六
・
八
万
円
と
な

る
。
今
、
標
準
的
な
勤
労
者
世
帯
を
夫
婦
と
子
供
二

人
の
四
人
家
族
と
し
、
老
人
世
帯
を
老
夫
婦
二
人
と

す
る
と
、
勤
労
者
世
帯
の
月
収
は
一
六
・
八
万
円
で

あ
る
の
に
対
し
、
老
人
世
帯
は
一
五
・
七
万
円
と
勤

労
者
世
帯
の
月
収
の
九
三
・
五
％
に
相
当
す
る
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
を
一
人
当
た
り

の
月
収
で
み
る
と
勤
労
者
世
帯
四
・
二
万
円
に
対

し
、
老
人
世
帯
は
七
・
八
万
円
と
勤
労
者
世
帯
の
一

・
九
倍
の
収
入
を
得
る
こ
と
と
な
る
。

世
帯
当
た
り
　
一
人
当
た
り

勤
労
者
世
帯
一
六
・
八
万
円
　
　
四
・
二
万
円
…
a

老
人
世
帯
　
一
五
・
七
万
円
　
　
七
・
八
万
円
…
b

b
／
a
　
　
九
三
・
五
％
　
一
八
五
・
七
％
…
c

2
　
ボ
ー
ナ
ス
込
み
と
国
民
年
金
込
み
の
比
較

給
与
所
得
者
の
ボ
ー
ナ
ス
の
平
均
は
、
月
額
給
与

の
四
・
二
ヵ
月
分
で
あ
る
の
で
、
標
準
報
酬
月
額
に

ボ
ー
ナ
ス
の
総
額
を
月
々
に
按
分
し
た
七
万
円

を
加
え
る
と
勤
労
者
世
帯
の
月

収
額
は
約
二
四
万
円

と
な

る
。一

方
、
給
与
所
得
者
の
妻
の
大
部
分
は
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
る
。
そ
こ
で
仮
に
加
入
期
間
を

三
五
年
と
す
る
と
、
六
五
歳
か
ら
五
・
九
万
円
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
る
の
で
こ
れ
を
加
え
る

と
、
老
人
世
帯
の
月
収
は
二
一
・
六
万
円
と
な
る
。

こ
の
額
を
勤
労
者
世
帯
の
月
収
額
と
比
較
す
る
と
世

帯
当
た
り
で
は
九
〇
％
で
あ
る
が
一
人
当
た
り
で
み

る
と
一
八
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

世
帯
当
た
り
　
一
人
当
た
り

勤
労
者
世
帯

老
人
世
帯

b
／
a

二
四
万
円

二
一
・
六
万
円

九
〇
％

六
万
円
…
a

一
〇
・
八
万
円
…
b

一
八
〇
％
…
c

こ
の
よ
う
に
現
行
の
厚
生
年
金
制
度
に
よ
る
給
付

水
準
は
、
一
人
当
た
り
所
得
で
み
る
と
勤
労
者
世
帯

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
。
二
人
世
帯
と
四
人
世
帯
の
生
活
費
は
必

ず
し
も
一
人
当
た
り
の
必
要
経
費
が
同
じ
と
な
る
訳

で
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
一
人
当
た
り
の
所
得
額

比
較
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
合
、
標
準
報
酬
月
額
で
考
え
る
か
ボ

ー
ナ
ス
込
み
で
考
え
る
か
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
老



人
世
帯
に
は
過
去
に
行
っ
た
私
的
貯
蓄
（
現
金
預
金

等
の
流
動
資
産
に
限
ら
な
い
）
が
あ
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
一
方
、
勤
労
世
代
の
方
は
各
種
の
教
育
投
資

や
、
不
時
出
費
に
備
え
て
、
私
的
貯
蓄
も
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
完
全
に

ボ
ー
ナ
ス
込
み
所
得
で
比
較
す
る
必
要
は
必
ず
し
も

な
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
老
人
世

帯
に
は
、
重
い
疾
病
や
重
度
の
看
護
を
要
す
る
状
態

に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
事
態
に
対

し
て
は
他
の
社
会
保
障
の
手
段
等
で
対
処
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
健
康
な
老
人
も
含
め
た
万
人
に
適
用
さ
れ

る
年
金
制
度
の
給
付
水
準
を
考
え
る
場
合
の
要
素
と

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
公
的
年
金
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
限

度
1
　
公
的
年
金
の
役
割

急
速
に
高
齢
化
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、
老
後
の
生

活
を
い
か
に
保
障
す
る
か
ば
個
人
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
の
と
同
様
に
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な

問
題
で
あ
る
。

世
の
中
に
は
、
現
在
の
自
分
の
生
活
を
支
え
ら
れ

な
い
人
々
が
い
る
よ
う
に
自
分
の
老
後
の
た
め
に
最

低
限
必
要
と
予
想
さ
れ
る
貯
蓄
を
行
え
な
い
人
々
も

い
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
老
後
の
た
め
に
は
、
政
府

が
補
助
し
、
生
活
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

手
段
と
し
て
は
、
社
会
扶
助
の
制
度
で
対
処
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
々
で
は
な

く
、
一
応
老
後
の
生
活
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ

る
貯
蓄
を
す
る
に
足
る
所
得
を
得
て
い
る
人
々
の
老

後
の
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
人
々
の
す
べ
て
が
老
後
に
備
え
て
貯
蓄
を

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
強
制
的
な
公
的
年
金
制
度

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
す
べ
て
の

人
々
に
強
制
的
に
貯
蓄
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
自
分
の
意
志
で
は
貯
蓄
を
行
わ
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
人
々
に
も
老
後
の
保
障
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
人
々
が
老
後
の
生
活
の
た
め
に
必
要
と

予
想
さ
れ
る
貯
蓄
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
予
想
を
超

え
た
物
価
上
昇
や
生
活
水
準
の
上
昇
が
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
思
わ
ざ
る
長
生
き
に
よ
っ
て
老
後
の
生
活

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に

対
処
す
る
た
め
公
的
年
金
制
度
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。2

　
公
的
年
金
の
限
度

公
的
部
門
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
機
能
は
、
い
わ
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ミ
ニ
マ
ム
を
設
定
し
、
こ
れ
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
は
事
後
的
に
行
う
受
動
的
な
方
法
と

事
前
に
予
防
措
置
を
行
う
積
極
的
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
方
法
に
も
事
後
的

に
行
う
受
動
的
な
方
法
と
事
前
に
予
防
措
置
を
行
う

積
極
的
方
法
が
あ
り
、
受
動
的
な
観
点
か
ら
は
生
活

保
護
の
よ
う
な
公
的
扶
助
の
や
り
方
で
原
理
的
に
は

十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
の
目
標
を
積
極

的
に
解
釈
す
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
以
下

に
落
ち
込
む
原
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
や
り
方
が

考
え
ら
れ
る
。
老
後
の
所
得
保
障
を
目
的
と
し
た
年

金
制
度
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

こ
の
よ
う
に
公
的
年
金
制
度
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
以
下
に
落
ち
込
む
原
因
を
未
然
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
た
め
、
強
制
的
に
私
経
済
に
介
入
す
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
保
障
す
る
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
の
水
準
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
以

上
の
水
準
を
実
現
す
る
た
め
に
私
経
済
に
介
入
し
、

個
人
の
消
費
と
貯
蓄
の
配
分
を
強
制
的
に
変
え
さ
せ

る
こ
と
は
む
し
ろ
弊
害
の
ほ
う
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
の
老
後
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

民
間
部
門
の
年
金
制
度
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

仮
に
公
的
部
門
に
よ
る
年
金
制
度
を
用
意
す
る
と
し

て
も
強
制
的
な
制
度
と
は
せ
ず
任
意
加
入
と
す
る
と

と
も
に
、
受
益
と
負
担
の
関
係
を
明
確
に
確
立
し
て



お
く
必
要
が
あ
る
。

3
　
公
的
年
金
に
お
け
る
受
益
と
負
担
の
関
係

公
的
年
金
の
水
準
を
た
と
え
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
の
水
準
に
設
定
す
る
と
し
て
も
、
公
的
年
金
が

救
済
で
な
く
、
老
後
の
生
活
保
障
に
対
す
る
積
極
的

方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
益
（
給
付
）
と
負
担
（
保

険
料
）
と
の
対
応
関
係
を
明
確
に
確
立
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
受
動
的
な
意
味
の
最
低
生
活
の
保

障
、
す
な
わ
ち
老
後
の
た
め
に
、
貯
蓄
で
き
な
い
人

々
に
対
す
る
年
金
制
度
の
適
応
の
問
題
が
残
る
が
、

普
遍
的
に
す
べ
て
の
人
々
に
適
応
す
る
年
金
制
度

を
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
限
定
さ
れ
た
人
々
に
適
応

し
た
所
得
移
転
制
度
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
年
金
本

来
の
機
能
が
乱
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
全
体
と
し
て

の
所
得
再
分
配
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
結
果

を
招
く
。

し
た
が
っ
て
、
公
的
年
金
制
度
は
原
則
と
し
て
受

益
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
し
、
負
担
に
応

ず
る
能
力
の
な
い
人
々
に
対
し
て
も
公
的
年
金
を
適

用
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
公
的
部
門
が
そ

の
負
担
に
つ
い
て
公
的
扶
助
の
立
か
ら
援
助
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

六
、
公
的
年
金
の
あ
る
べ
き
方
向

我
が
国
の
公
的
年
金
は
、
厚
生
年
金
の
例
に
も
見

ら
れ
る
と
お
り
、
勤
労
世
代
の
所
得
に
比
べ
年
金
の

給
付
水
準
が
著
し
く
高
い
の
で
、
勤
労
世
代
に
対
す

る
負
担
水
準
も
ま
た
著
し
く
高
く
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
行
の
保
険
料
率
が
低
い
水
準
に
あ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
個
人
の
貯
蓄
に
代
っ
て
、
公
的

貯
蓄
を
行
っ
て
い
る
年
金
基
金
の
積
立
金
も
や
が
て

取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ

は
公
的
貯
蓄
の
主
た
る
運
用
機
関
で
あ
る
資
金
運
用

部
の
運
用
資
金
の
純
減
を
も
意
味
し
て
い
る
。

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
善
を
加
え
な

い
で
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
公
的
年

金
と
し
て
は
勤
労
世
代
の
老
後
に
向
け
て
の
必
要
な

貯
蓄
を
十
分
に
行
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
後
に
続
く

次
の
世
代
に
莫
大
な
負
担
を
残
す
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
年
金
財
政

の
負
担
と
給
付
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
以
外
に

道
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
負
担
の
引
上
げ
と
負
担

に
見
合
っ
た
給
付
水
準
の
設
定
が
早
急
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
高
い
給
付
水
準
は
、
そ
れ
を
支
え

る
高
い
負
担
が
あ
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
成
立
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。

我
々
の
世
代
は
、
や
が
て
来
た
る
べ
き
高
齢
社
会

を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
活
力
と
生
産

が
あ
る
経
済
社
会
と
し
て
次
の
世
代
に
引
渡
す
た
め

に
は
、
財
源
に
裏
打
ち
さ
れ
た
年
金
制
度
を
整
え
、

後
世
代
に
大
き
な
負
担
を
こ
れ
以
上
残
さ
な
い
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
我
々
の
世
代
の

重
要
な
責
務
の
一
つ
で
あ
り
、
後
世
代
に
対
す
る
レ

ス
ポ
ン
シ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。


